


　 静岡県立工科短期大学校は、 グローバル化や科学技術の

大き な変化に対応でき る技術者を育成するため、 清水技術

専門校と 沼津技術専門校を統合し て、 開校いたし まし た。

　 本校は、『 現場に立っ て、自ら 考え、行動でき る人材の育

成』 を教育理念と し 、 総授業時間の６ 割を実験・ 実習の実

技科目に充て、少人数の学生が最新の設備を使用し たマン・

ツー・ マン教育により 、 確かな技術を 習得し 、 実践力を身

に付けるこ と ができ る「 実学の府」 を 目指し ています。

　 高齢化が進み、 脱炭素が必須と なるこ れから の社会にお

いて、県東部のフ ァ ルマバレー、中部のフ ーズサイ エンス、

西部のフ ォ ト ンバレーの各産業は世界各国が目標と し てい

るSDGsの基盤と なる産業であり 、 県内の各企業はこ れら

産業の持続的発展に貢献し ています。

　 本校は、 こ れら 県内企業の製造現場で「 課題を発見し 、

自ら 考え解決に向けて行動でき る」 確かな技術を身に付け

た頼も し い人材を育成し てまいり ます。

基本理念・ 知事挨拶・ 校長挨拶
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　 静岡県立工科短期大学校は、 グローバル化や科学技術の

大き な変化に対応でき る技術者を 育成するため、 清水技術

専門校と 沼津技術専門校を 統合し て、 開校いたし まし た。

　 本校は、『 現場に立っ て、自ら 考え、行動でき る人材の育

成』 を教育理念と し 、 総授業時間の６ 割を 実験・ 実習の実

技科目に充て、少人数の学生が最新の設備を 使用し たマン・

ツー・ マン教育により 、 確かな技術を習得し 、 実践力を身

に付けるこ と ができ る「 実学の府」 を目指し ています。

　 高齢化が進み、 脱炭素が必須と なるこ れから の社会にお

いて、県東部のフ ァ ルマバレー、中部のフ ーズサイ エンス、

西部のフ ォ ト ンバレーの各産業は世界各国が目標と し てい

るSDGsの基盤と なる産業であり 、 県内の各企業はこ れら

産業の持続的発展に貢献し ています。

　 本校は、 こ れら 県内企業の製造現場で「 課題を発見し 、

自ら 考え解決に向けて行動でき る」 確かな技術を身に付け

た頼も し い人材を 育成し てまいり ます。
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静岡県立工科短期大学校の特色

各学科の概要
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高校と の連携コ ースを 設置

社会と 時代が求める人材を育てる

「 実学の府」

豊かな教養と

社会人と しての

資質を 養う

社会人と し て仕事を し て いく う えで 、コ

ミ ュ ニケーショ ン 能力や幅広い人間力は

欠かせません。本校では専門科目だけで

なく 、一般教養科目も 学び、社会人に欠

かせない豊かな教養を身につけます。

工業高等学校等で 基礎的な 知識・ 技能を 習得又は関連資格を取得し た

者を 対象と して、一部の科目の内容を 別メ ニューにし 、高等学校と 短期

大学校の訓練を 円滑に接続し たト ータ ル５ 年間のプ ログラムにより 、技

能検定２ 級等の高度な 資格の早期取得や全国大会（ 技能五輪全国大

会、若年者も のづく り 競技大会） 参加等、レ ベルの高い技能の習得がで

きる 高校～短大の連携コ ースを 設置し ます。も ち ろ ん、初めても のづく

り に触れる 学生についても 、それぞれのレ ベルに合わせて、基礎から 技

能を 学ぶこと ができます。

地域企業と 連携し た

実務教育を 行う

静岡県が全国屈指の「 も のづく り 県」 であ

ると いう 地域特性を 活かし 、１ 年次から イ

ンタ ーンシッ プ など、学生が企業の現場で

最新の機械・ 技術を 学ぶ機会を 設けます。

また、地元企業の技術者を 講師に招き、現

場で求めら れる実務教育を 行います。

次世代のも のづく り に

対応し た技術を 学ぶ

I oT、A I 、ロボット 、ビッ グデータ の活用

などの新技術が、も のづく り を 大きく 変

えよう としています。本校では、こ のよう

な 最新技術を 各科のカリ キュ ラムに組

み込み、次世代のも のづく り に対応し た

人材の育成をすすめます。

幅広い知識と

技能を習得する

特定の分野だけで なく 、隣接分野も 学

べるよう 、カリ キュラムを 組んでいます。

そのため多様な 知識と 技能を 習得する

こ と がで き 、も のづく り の現場のリ ー

ダーにふさ わし い能力を 養います。

少人数教育で、

確かな技能を

身につける

教員と 学生の距離が近く 、一人ひと り

のレ ベルにあわせた、きめ細やかな指

導を 受けるこ と ができます。少人数教

育と 実験や実習を 重視し た 実践的な

カリ キュラムにより 、確かな 技能を 身

につけた技術者の育成をめざし ます。

全国一安い授業料

本校の入校料は県内在住者84 ,6 0 0 円、

県外在住者2 1 9 ,9 0 0 円、授業料は国公

立大学のほぼ半額の年額2 3 4 , 6 0 0 円

で 、県内在住者の入校料、授業料は全

国で 最も 安い金額（ ※）と なっており 、誰

も が学べる環境を 実現し まし た。

※他県の職業能力開発短期大学校および

（ 独）高齢・ 障害・ 求職者雇用支援機構が運

営する職業能力開発短期大学校と の比較

資格取得・

スキルアッ プ の

機会を 提供

技能検定等の各種資格の取得に対応し

たカリ キュラムを 組んで います。また若

年者も のづく り 競技大会等への参加を

通じ て、ト ッ プレ ベルの技に触れる 機会

を つく り 、技能向上やスキルアッ プに対

するモチベーショ ンを 高めます。

静岡県立

工科短期大学校

高校と の連携コ ースを 設置

社会と 時代が求める人材を育てる

「 実学の府」

豊かな教養と

社会人と しての

資質を 養う

社会人と し て仕事を し て いく う えで 、コ

ミ ュ ニケーショ ン 能力や幅広い人間力は

欠かせません。本校では専門科目だけで

なく 、一般教養科目も 学び、社会人に欠

かせない豊かな教養を身につけます。

工業高等学校等で 基礎的な 知識・ 技能を 習得又は関連資格を取得し た

者を 対象と して、一部の科目の内容を 別メ ニューにし 、高等学校と 短期

大学校の訓練を 円滑に接続し たト ータ ル５ 年間のプログラムにより 、技

能検定２ 級等の高度な 資格の早期取得や全国大会（ 技能五輪全国大

会、若年者も のづく り 競技大会） 参加等、レ ベルの高い技能の習得がで

きる 高校～短大の連携コ ースを 設置し ます。も ち ろん、初めても のづく

り に触れる 学生についても 、それぞれのレ ベルに合わせて、基礎から 技

能を 学ぶこと ができます。

地域企業と 連携し た

実務教育を 行う

静岡県が全国屈指の「 も のづく り 県」 であ

ると いう 地域特性を 活かし 、１ 年次から イ

ンタ ーンシッ プ など、学生が企業の現場で

最新の機械・ 技術を 学ぶ機会を 設けます。

また、地元企業の技術者を講師に招き、現

場で求めら れる実務教育を行います。

次世代のも のづく り に

対応し た技術を 学ぶ

I oT、A I 、ロボット 、ビッ グデータ の活用

などの新技術が、も のづく り を 大きく 変

えよう としています。本校では、こ のよう

な 最新技術を 各科のカ リ キュラムに組

み込み、次世代のも のづく り に対応し た

人材の育成をすすめます。

幅広い知識と

技能を習得する

特定の分野だけで なく 、隣接分野も 学

べるよう 、カリ キュラムを 組んでいます。

そのため多様な 知識と 技能を 習得する

こ と がで き 、も のづく り の現場のリ ー

ダーにふさ わし い能力を 養います。

少人数教育で、

確かな技能を

身につける

教員と 学生の距離が近く 、一人ひと り

のレ ベルにあわせた、きめ細やかな 指

導を 受けるこ と ができ ます。少人数教

育と 実験や実習を 重視し た 実践的な

カリ キュラムにより 、確かな 技能を 身

につけた技術者の育成をめざし ます。

全国一安い授業料

本校の入校料は県内在住者8 4 ,6 0 0円、

県外在住者2 1 9 , 9 0 0 円、授業料は国公

立大学のほぼ半額の年額2 3 4 , 6 0 0 円

で 、県内在住者の入校料、授業料は全

国で 最も 安い金額（ ※）と なっており 、誰

も が学べる 環境を 実現し まし た。

※他県の職業能力開発短期大学校および

（ 独）高齢・ 障害・ 求職者雇用支援機構が運

営する職業能力開発短期大学校と の比較

資格取得・

スキルアッ プ の

機会を 提供

技能検定等の各種資格の取得に対応し

たカリ キュラムを 組んで います。また若

年者も のづく り 競技大会等への参加を

通じ て、ト ッ プレ ベルの技に触れる 機会

を つく り 、技能向上やスキルアッ プ に対

するモチベーショ ンを高めます。

静岡県立

工科短期大学校



静岡キャンパス

沼津キャンパス

機械・ 制御技術科

その学びは、未来を拓く 力になる。

学　 科

・ システム設計技術者 ・ 機械保全技術者

・ 産業用ロボット 技術者 ・ 製造・ 生産技術者

・ 電気保全技術者

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ 技能検定[ 機械保全( 機械系) ]

・ CAD利用技術者試験 ・ アーク溶接特別教育

・ 産業用ロボット 特別教育 ・ ガス溶接技能講習

・ 研削と いし 取替え等特別教育 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

電気設備保守分野　 電気工事分野　

制御システム関連分野

・ 電気設備の保安・ 監督技術者

・ 電気設備設計・ 施工管理技術者

・ 配電盤・ 制御盤製作技術者

・ 電気設備保全技術者 ・ 生産設備管理技術者

・ 電気主任技術者 ・ 技能検定［ 電気機器組立て］

・ 第一種電気工事士※ ・ 技能検定［ 機械保全（ 電気系）］

・ 第二種電気工事士 ・ ２ 級電気工事施工管理技士補

・ 低圧電気取扱業務特別教育 ・ フルハーネス型安全帯特別教育

・ 高圧電気取扱業務特別教育　

設備工事分野　 建設分野

・ 設備現場監督  ・ 施工管理技術者

・ 設備設計技術者 ・ 設備工事施工技術者

・ 保守サービス

・ 技能検定[ 建築配管]  ・ 技能検定[ 冷凍空気調和機器施工]

・ 2級管工事施工管理技士補 ・ 2級土木施工管理技士補

・ 2級建築施工管理技士補 ・ 第二種電気工事士

・ 消防設備士 ・ 液化石油ガス設備士

・ 高所作業車特別教育 ・ 小型車両系建設機械運転特別教育

・ 二級建築士受験資格( 卒業時)

機械系生産技術関連分野

・ 機械設計技術者 ・ 機械保全技術者

・ 製造・ 生産技術者 ・ 精密機械設計技術者

・ 工作機械生産技術者

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ 技能検定[ 機械・ プラント 製図]

・ 技能検定[ 機械保全]  ・ アーク溶接特別教育

・ CAD利用技術者試験 ・ 研削と いし 取替え等特別教育

・ ガス溶接技能講習 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

電子機器製造分野　 情報通信分野

・ 電子機器製造技術者

・ 情報通信・ ネット ワーク技術者

・ 組込系ソフト ウェ ア開発技術者

・ ソフト ウェ ア開発技術者

・ 技能検定[ 電子機器組立て]

・ 基本情報技術者

・ 応用情報技術者

・ 第二種電気工事士

情報通信分野　 企業内情報システム分野

・ ソフト ウェ ア開発技術者 ・ ネット ワーク技術者

・ データ ベース技術者 ・ システム運用技術者

・ 画像処理技術者

・ 基本情報技術者

・ 応用情報技術者

・ ネット ワークスペシャリスト

・ データベーススペシャリスト

取得できる資格学科の特色 活躍のフィ ールド

電気技術科

建築設備科

機械・ 生産技術科

電子情報技術科

情報技術科

定員30名

定員20名

定員20名

定員20名

定員20名

定員20名

交通の便が良く 、文教エリ ア

の「 草薙」に 立地。梶原山の

緑 、巴川の水 辺に 恵ま れた

自然豊かな 環境です。

各種工作機械の基礎技能及び機械制御に必要なシーケ

ンス制御やI oT活用技術等を習得し 、自動車や家電製品

など身近に見ら れる製品の部品等を 生産するN C工作機

械、産業用ロボット 、輸送機器等の設計・ 製作ができる

技術者を育成します。

電気設備の設計や施工管理及び再生可能エネルギーの

利用に必要な 技術を 習得し 、工場の電気設備や自動生

産システムの運用・ 保守・ 管理において省エネを 意識し

て電気エネルギーを 効率的に利用できる技術者を 育成

し ます。

住宅、マンショ ン、工場などの建築設備設計・ 施工に必要

な 知識を 習得し 、環境工学をベースに安全性、コ スト 及

び利便性を 追求し ながら自ら 考える能力を養い、建築設

備の設計・ 施工・ 管理・ メ ンテナンスができる技術者を育

成します。

機械加工のスペシャリスト として必要と なる各種工作機

械による精密加工やCADシステムを駆使し た設計手法を

学び、設計から 製作、測定、組立て、解析に至るまでの高

精度なも のづく り を行い、IoTなど生産技術の高度化にも

対応できる技術者を育成し ます。

セン サなどによって自動的にサービ スを 提供するI oT社

会を形成するために必要なエレクト ロニクス、組込・ 制御

技術、情報通信技術を 習得し 、アプリ ケーショ ン開発や

システム開発等により 高度なI oT社会を実現できる技術

者を育成します。

情報処理システムの開発に必要なシステム設計技術、

データ 解析技術、ソフト ウェ ア制作技術を 習得し 、高度

情報化社会におけるAI・ クラ ウド 技術等、新し い技術に

も 柔軟に対応できる技術者を育成します。

北西に 富士山を 仰ぐ 、高台

に 立地。市民の憩い の場で

あ る 、豊 かな 緑に 囲ま れた

門池公園に隣接し ています。

機械システム関連分野

※ 取得には3年の実務経験を要する。

静岡キャンパス

沼津キャンパス

機械・ 制御技術科

その学びは、未来を拓く 力になる。

学　 科

・ システム設計技術者 ・ 機械保全技術者

・ 産業用ロボット 技術者 ・ 製造・ 生産技術者

・ 電気保全技術者

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ 技能検定[ 機械保全( 機械系) ]

・ CAD利用技術者試験 ・ アーク溶接特別教育

・ 産業用ロボット 特別教育 ・ ガス溶接技能講習

・ 研削といし 取替え等特別教育 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

電気設備保守分野　 電気工事分野　

制御システム関連分野

・ 電気設備の保安・ 監督技術者

・ 電気設備設計・ 施工管理技術者

・ 配電盤・ 制御盤製作技術者

・ 電気設備保全技術者 ・ 生産設備管理技術者

・ 電気主任技術者 ・ 技能検定［ 電気機器組立て］

・ 第一種電気工事士※ ・ 技能検定［ 機械保全（ 電気系）］

・ 第二種電気工事士 ・ ２ 級電気工事施工管理技士補

・ 低圧電気取扱業務特別教育 ・ フルハーネス型安全帯特別教育

・ 高圧電気取扱業務特別教育　

設備工事分野　 建設分野

・ 設備現場監督  ・ 施工管理技術者

・ 設備設計技術者 ・ 設備工事施工技術者

・ 保守サービス

・ 技能検定[ 建築配管]  ・ 技能検定[ 冷凍空気調和機器施工]

・ 2級管工事施工管理技士補 ・ 2級土木施工管理技士補

・ 2級建築施工管理技士補 ・ 第二種電気工事士

・ 消防設備士 ・ 液化石油ガス設備士

・ 高所作業車特別教育 ・ 小型車両系建設機械運転特別教育

・ 二級建築士受験資格( 卒業時)

機械系生産技術関連分野

・ 機械設計技術者 ・ 機械保全技術者

・ 製造・ 生産技術者 ・ 精密機械設計技術者

・ 工作機械生産技術者

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ 技能検定[ 機械・ プラント 製図]

・ 技能検定[ 機械保全]  ・ アーク溶接特別教育

・ CAD利用技術者試験 ・ 研削といし 取替え等特別教育

・ ガス溶接技能講習 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

電子機器製造分野　 情報通信分野

・ 電子機器製造技術者

・ 情報通信・ ネット ワーク技術者

・ 組込系ソフト ウェア開発技術者

・ ソフト ウェ ア開発技術者

・ 技能検定[ 電子機器組立て]

・ 基本情報技術者

・ 応用情報技術者

・ 第二種電気工事士

情報通信分野　 企業内情報システム分野

・ ソフト ウェ ア開発技術者 ・ ネット ワーク技術者

・ データベース技術者 ・ システム運用技術者

・ 画像処理技術者

・ 基本情報技術者

・ 応用情報技術者

・ ネット ワークスペシャリスト

・ データ ベーススペシャリスト

取得できる資格学科の特色 活躍のフィ ールド

電気技術科

建築設備科

機械・ 生産技術科

電子情報技術科

情報技術科

定員30名

定員20名

定員20名

定員20名

定員20名

定員20名

交通の便が良く 、文教エリ ア

の「 草薙」に立地。梶原山の

緑 、巴川の水辺に 恵ま れた

自然豊かな 環境です。

各種工作機械の基礎技能及び機械制御に必要なシーケ

ンス制御やI oT活用技術等を 習得し 、自動車や家電製品

など身近に見ら れる製品の部品等を 生産するN C工作機

械、産業用ロボット 、輸送機器等の設計・ 製作ができる

技術者を育成します。

電気設備の設計や施工管理及び再生可能エネルギーの

利用に必要な 技術を 習得し 、工場の電気設備や自動生

産システムの運用・ 保守・ 管理において省エネを 意識し

て電気エネルギーを 効率的に利用できる 技術者を 育成

し ます。

住宅、マンショ ン、工場などの建築設備設計・ 施工に必要

な 知識を 習得し 、環境工学をベースに安全性、コ スト 及

び利便性を 追求し ながら自ら 考える能力を 養い、建築設

備の設計・ 施工・ 管理・ メ ンテナンスができる技術者を育

成します。

機械加工のスペシャリ スト として必要と なる各種工作機

械による精密加工やCADシステムを駆使し た設計手法を

学び、設計から 製作、測定、組立て、解析に至るまでの高

精度なものづく り を行い、IoTなど生産技術の高度化にも

対応できる技術者を育成します。

セン サなどによって自動的にサービ スを 提供するI oT社

会を 形成するために必要なエレクト ロニクス、組込・ 制御

技術、情報通信技術を 習得し 、アプリ ケーショ ン開発や

システム開発等により 高度なI oT社会を実現できる技術

者を育成します。

情報処理システムの開発に必要なシステム設計技術、

データ 解析技術、ソフト ウェ ア制作技術を 習得し 、高度

情報化社会におけるAI・ クラウド 技術等、新し い技術に

も 柔軟に対応できる技術者を育成します。

北 西に 富 士山を 仰ぐ 、高台

に 立地。市民の憩い の場で

あ る 、豊かな 緑に 囲ま れた

門池公園に隣接し ています。

機械システム関連分野

※ 取得には3年の実務経験を要する。



川面をわたる風が

緑の中を 吹き抜けていく 。

静岡

キャンパス

制御工学実験

カ リ キュ ラ ム紹介

N C加工実習

CAD /CAM /CAE実習

●機械加工・ 溶接の基礎技能を習得する ●CAD/CAM /CAEを活用し た設計・ 加工技術を習得する

●産業ロボット などの自動生産設備の制御技術を習得する　   ●次世代自動車などの関連分野にも対応できる知識を習得する

機械・ 制御技術科で 学べる 科目一覧

CAD /CAM /CAE実習

ＮＣ 加工概論

ＮＣ 加工実習

コンピュ ータ 制御

コンピュ ータ 制御実習

システム設計

メ カト ロニクス工学

メ カト ロニクス実習

安全衛生工学

基礎工学実験

基礎製図

機械工学

機械工学実習

機械保全実習

機械保全法

計測工学

工業力学

材料工学

材料力学

情報工学概論

情報処理実習

制御工学

制御工学実験

生産工学

設計及び製図実習

電気工学概論

電気工学基礎実験

電子工学

電子工学実験

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ アーク 溶接特別教育

・ CAD 利用技術者試験 ・ ガス溶接技能講習

・ 産業用ロボット 特別教育 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

・ 研削と いし 取替え等特別教育 

進
化
す
る
生
産
現
場
に
対
応
し
た

技
術
者
を
育
て
る
。

機械・ 制御
技術科
2 年制・ 定員3 0 名

川面をわたる風が

緑の中を 吹き抜けていく 。

静岡

キャンパス

制御工学実験

カ リ キュ ラ ム紹介

N C加工実習

CAD /CAM /CAE実習

●機械加工・ 溶接の基礎技能を習得する ●CAD /CAM /CAEを活用し た設計・ 加工技術を習得する

●産業ロボット などの自動生産設備の制御技術を習得する　   ●次世代自動車などの関連分野にも対応できる知識を習得する

機械・ 制御技術科で 学べる 科目一覧

CAD /CAM /CAE実習

ＮＣ 加工概論

ＮＣ 加工実習

コンピュ ータ 制御

コンピュ ータ 制御実習

システム設計

メ カト ロニクス工学

メ カト ロニクス実習

安全衛生工学

基礎工学実験

基礎製図

機械工学

機械工学実習

機械保全実習

機械保全法

計測工学

工業力学

材料工学

材料力学

情報工学概論

情報処理実習

制御工学

制御工学実験

生産工学

設計及び製図実習

電気工学概論

電気工学基礎実験

電子工学

電子工学実験

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ アーク溶接特別教育

・ CAD 利用技術者試験 ・ ガス溶接技能講習

・ 産業用ロボット 特別教育 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

・ 研削と いし 取替え等特別教育 

進
化
す
る
生
産
現
場
に
対
応
し
た

技
術
者
を
育
て
る
。

機械・ 制御
技術科
2 年制・ 定員3 0 名



カ リ キュ ラ ム紹介

●CADを活用し た各種図面作成技法を習得する　 ●建築設備の設計・ 施工・ 管理・ メ ンテナンス技術を習得する（ 施工管理技士）

●給排水衛生工事、冷凍空調工事の施工技術を習得する（ 2級配管技能士、2級冷凍空気調和機器施工技能士）

建築設備科で 学べる 科目一覧

安全衛生工学

安全衛生作業法

液化石油ガス設備

液化石油ガス設備実習

環境工学

関係法規

基礎工学実験

基礎製図

基礎測量実習

機械工学概論

空気調和設備

建築概論

建築計画

建築構造

建築材料

建築設備

建築設備及び材料

建築設備施工

建築設備施工実習

建築設備実験

建築設備設計製図

検査及び保守実習

構造力学

仕様及び積算

施工管理法

施工図実習

情報工学

情報工学実習

制御工学

制御工学実験

生産工学

測量学基礎

電気工学概論

電気配線実習

熱力学及び流体力学

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

工
場
・
施
設
・
住
宅
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
創
造
す
る
。

●工場・ 施設等の電気設備の保安・ 監督に対応できる技能を習得する（ 電気主任技術者）  

●工場電気設備の自動化に不可欠な生産ラインの構築技術を習得する    ●電気エネルギーを効率的に利用するための省エネ化技術を習得する

●電気設備の設計・ 施工・ 管理・ 保守の技術を習得する（ 電気工事士、電気工事施工管理技士）

電気技術科で 学べる 科目一覧

電気回路

電力工学

自動制御

電気法規

電気回路演習

電力設備実験

制御工学

電気施設管理

電気回路実験

電気機器学

制御機器実習

電気工事

電気工学基礎実験

電気機器実習

制御盤製作実習

電気工事実習

電子工学

パワーエレクト ロニクス工学

コンピュ ータ 工学

電気工事応用実習

電子工学基礎実験

パワーエレクト ロニクス実習

情報工学基礎実習

機械工作実習

電子回路工学

電気材料

電気製図実習

安全衛生工学

電子回路基礎実験

電気・ 電子計測

CAD 操作実習

安全衛生作業法

電子回路実験

電気応用

生産工学

電磁気学

電気系資格対策

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習
取得でき る 資格

制御機器実習

カ リ キュ ラ ム紹介

・ 電気主任技術者 ・ 技能検定［ 電気機器組立て］

・ 第一種電気工事士※ ・ 技能検定［ 機械保全（ 電気系）］

・ 第二種電気工事士 ・ ２ 級電気工事施工管理技士補

・ 低圧電気取扱業務特別教育 ・ フルハーネス型安全帯特別教育

・ 高圧電気取扱業務特別教育　  　

暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
る

電
気
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
。

建築設備科
2 年制・ 定員2 0 名

電気技術科
2 年制・ 定員2 0 名

建築設備施工実習

建築設備設計製図

電気工事実習

電気機器実習

※ 取得には3年の実務経験を要する。

・ 技能検定[ 建築配管] 　 　 　 　 　 　 ・ 技能検定[ 冷凍空気調和機器施工]

・ 2級管工事施工管理技士補　 　 　 　・ 2級土木施工管理技士補

・ 2級建築施工管理技士補　 　 　 　 　・ 第二種電気工事士

・ 消防設備士　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・ 液化石油ガス設備士

・ 高所作業車特別教育　 　 　 　 　 　 ・ 小型車両系建設機械運転特別教育

・ 二級建築士受験資格( 卒業時)

空気調和設備

カ リ キュ ラ ム紹介

●CADを活用し た各種図面作成技法を習得する　 ●建築設備の設計・ 施工・ 管理・ メ ンテナンス技術を習得する（ 施工管理技士）

●給排水衛生工事、冷凍空調工事の施工技術を習得する（ 2級配管技能士、2級冷凍空気調和機器施工技能士）

建築設備科で 学べる 科目一覧

安全衛生工学

安全衛生作業法

液化石油ガス設備

液化石油ガス設備実習

環境工学

関係法規

基礎工学実験

基礎製図

基礎測量実習

機械工学概論

空気調和設備

建築概論

建築計画

建築構造

建築材料

建築設備

建築設備及び材料

建築設備施工

建築設備施工実習

建築設備実験

建築設備設計製図

検査及び保守実習

構造力学

仕様及び積算

施工管理法

施工図実習

情報工学

情報工学実習

制御工学

制御工学実験

生産工学

測量学基礎

電気工学概論

電気配線実習

熱力学及び流体力学

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

工
場
・
施
設
・
住
宅
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
創
造
す
る
。

●工場・ 施設等の電気設備の保安・ 監督に対応できる技能を習得する（ 電気主任技術者）  

●工場電気設備の自動化に不可欠な生産ラインの構築技術を習得する    ●電気エネルギーを効率的に利用するための省エネ化技術を習得する

●電気設備の設計・ 施工・ 管理・ 保守の技術を習得する（ 電気工事士、電気工事施工管理技士）

電気技術科で 学べる 科目一覧

電気回路

電力工学

自動制御

電気法規

電気回路演習

電力設備実験

制御工学

電気施設管理

電気回路実験

電気機器学

制御機器実習

電気工事

電気工学基礎実験

電気機器実習

制御盤製作実習

電気工事実習

電子工学

パワーエレクト ロニクス工学

コンピュ ータ 工学

電気工事応用実習

電子工学基礎実験

パワーエレクト ロニクス実習

情報工学基礎実習

機械工作実習

電子回路工学

電気材料

電気製図実習

安全衛生工学

電子回路基礎実験

電気・ 電子計測

CAD 操作実習

安全衛生作業法

電子回路実験

電気応用

生産工学

電磁気学

電気系資格対策

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習
取得でき る 資格

制御機器実習

カ リ キュ ラ ム紹介

・ 電気主任技術者 ・ 技能検定［ 電気機器組立て］

・ 第一種電気工事士※ ・ 技能検定［ 機械保全（ 電気系）］

・ 第二種電気工事士 ・ ２ 級電気工事施工管理技士補

・ 低圧電気取扱業務特別教育 ・ フルハーネス型安全帯特別教育

・ 高圧電気取扱業務特別教育　  　

暮
ら
し
と
産
業
を
支
え
る

電
気
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
。

建築設備科
2 年制・ 定員2 0 名

電気技術科
2 年制・ 定員2 0 名

建築設備施工実習

建築設備設計製図

電気工事実習

電気機器実習

※ 取得には3年の実務経験を要する。

・ 技能検定[ 建築配管] 　 　 　 　 　 　 ・ 技能検定[ 冷凍空気調和機器施工]

・ 2級管工事施工管理技士補　 　 　 　・ 2級土木施工管理技士補

・ 2級建築施工管理技士補　 　 　 　 　・ 第二種電気工事士

・ 消防設備士　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　・ 液化石油ガス設備士

・ 高所作業車特別教育　 　 　 　 　 　 ・ 小型車両系建設機械運転特別教育

・ 二級建築士受験資格( 卒業時)

空気調和設備



静岡キャンパス

電気技術実習棟 中庭

本館

建築設備実習棟

機械制御実習棟

電気技術実習棟
建築設備実習棟

本館

中庭

講堂

機械制御実習棟

多目的実習棟

静岡キャンパス

電気技術実習棟 中庭

本館

建築設備実習棟

機械制御実習棟

電気技術実習棟
建築設備実習棟

本館

中庭

講堂

機械制御実習棟

多目的実習棟



カ リ キュ ラ ム紹介

測定実習

基礎工学実験

機械加工実習

●工作機械の操作及びプログラミ ングによる精密加工を習得する ●CAD /CAM /CAE及び5軸加工機を活用し た設計製作技術を習得する

●材料特性や加工性を考慮に入れた高精度な加工を習得する ●生産システムの高度化に対応し た制御技術を習得する

機械・ 生産技術科で 学べる 科目一覧

制御工学概論

電気工学概論

情報工学概論

材料工学

工業力学

材料力学

基礎製図

機械設計及び製図

設計及び製図実習

生産工学

安全衛生工学

測定法

測定実習

基礎工学実験

電気工学基礎実験

機構学

機械加工学

数値制御

油圧・ 空圧制御

シーケンス制御

機械保全法

金型工作法

機械加工実習

制御工学実習

情報処理実習

機械保全実習

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ 技能検定[ 機械・ プラント 製図]

・ 技能検定[ 機械保全]  ・ アーク溶接特別教育

・ CAD利用技術者試験 ・ 研削といし 取替え等特別教育

・ ガス溶接技能講習 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

高
精
度
・
高
精
密
な

も
の
づ
く
り
の
技
能
を
習
得
す
る
。

機械・ 生産
技術科
2 年制・ 定員2 0 名

日本一の裾野に広がる

高台のキャンパス

沼津

キャンパス

カ リ キュ ラ ム紹介

測定実習

基礎工学実験

機械加工実習

●工作機械の操作及びプログラミ ングによる精密加工を習得する ●CAD /CAM /CAE及び5軸加工機を活用し た設計製作技術を習得する

●材料特性や加工性を考慮に入れた高精度な加工を習得する ●生産システムの高度化に対応し た制御技術を習得する

機械・ 生産技術科で 学べる 科目一覧

制御工学概論

電気工学概論

情報工学概論

材料工学

工業力学

材料力学

基礎製図

機械設計及び製図

設計及び製図実習

生産工学

安全衛生工学

測定法

測定実習

基礎工学実験

電気工学基礎実験

機構学

機械加工学

数値制御

油圧・ 空圧制御

シーケンス制御

機械保全法

金型工作法

機械加工実習

制御工学実習

情報処理実習

機械保全実習

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

・ 技能検定[ 機械加工]  ・ 技能検定[ 機械・ プラント 製図]

・ 技能検定[ 機械保全]  ・ アーク溶接特別教育

・ CAD利用技術者試験 ・ 研削といし 取替え等特別教育

・ ガス溶接技能講習 ・ 低圧電気取扱業務特別教育

高
精
度
・
高
精
密
な

も
の
づ
く
り
の
技
能
を
習
得
す
る
。

機械・ 生産
技術科
2 年制・ 定員2 0 名

日本一の裾野に広がる

高台のキャンパス

沼津

キャンパス



●電子回路の製作に関する基本技能を習得する ●電子機器システム向けソフト ウェ ア開発技術を習得する

●IoTを活用し た生産設備の自動化技術を習得する ●電子制御技術（ 電子回路・ マイコン・ 通信・ センサ技術）を習得する

●プログラミ ングについての基礎的な技能を習得する ●生産システム構築のためのシステム分析・ 設計・ ソフト ウェ ア制作技術について習得する

●最新の情報処理技術( 画像処理・ クラウド・ AI ) を習得する ●プロジェ クト 形式での実践に則し たシステム開発について習得する

情報技術科
2 年制・ 定員2 0 名

電子情報
技術科
2 年制・ 定員2 0 名

電子情報技術科で 学べる 科目一覧

アナログ回路基礎実習

アナログ回路技術

アナログ回路実習

インタフェ ース技術

インタフェ ース製作実習

センサ工学

ディ ジタル回路基礎実習

ディ ジタル回路技術

ディ ジタル回路実習

デ ター 構造･アルゴリズム

デ ター 構造･アルゴリズム実習

ネット ワーク技術

ファ ムーウェ ア技術

ファ ムーウェ ア実習

マイクロコンピュ ター 工学

マイクロコンピュ ター 工学実習

ものづく り 実習

安全衛生工学

移動体通信技術

環境・ エネルギー概論

関係法規

機械工作実習

機械工作法

計測制御技術

情報通信工学

情報通信工学実習

生産工学

組込みオペレ テーィ ングシステム

組込みシステム工学

組込みソフト ウェ ア基礎実習

組込みソフト ウェ ア応用技術

組込みソフト ウェ ア応用実習

組込みソフト ウェ ア実習

組込み機器製作実習

電気回路

電気設備実習

電気電子工学実験

電子回路

電子回路設計製作実習

電子回路組立て

電子工学

電子情報数学

電磁気学

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

電子回路設計製作実習

カ リ キュ ラ ム紹介

組込みソフト ウェ ア実習

・ 技能検定［ 電子機器組立て］

・ 基本情報技術者　 　 　  ・ 第二種電気工事士

情報技術科で 学べる 科目一覧

I oTセンサ概論

ITネット ワ クーシステム

ITネット ワ クーシステム演習

U I概論

W ebマーケティ ングキュレーショ ン

アルゴリズム演習

オペレーティ ングシステム

オペレーティ ングシステム実習

コンピュータリ テラシー

システムインテグレーショ ン実習

システム開発演習

システム設計演習

システム分析・ 設計実習

セキュアシステム構築技術

ソフト ウェ ア技術演習

ソフト ウェ ア工学

ソフト ウェ ア工学実習

ソフト ウェ ア制作実習（ C・ Java・ Servlet）

ディ ジタル工学

ディ ジタル工学実習

ディ ジタル信号処理

ディ ジタル信号処理実習

データベース

データベース実習

データ 構造・ アルゴリズム

ト レンド デバイス・ テクノ ロジー

ネット ワーク・ システム概論

ネット ワーク基本実習

ネット ワーク構築実習

プロダクト エンジニアリング

フロント エンド 技術

安全衛生工学

確率・ 統計/数値解析

経営工学

経営工学概論

計算機工学

計算機命令実習

情報技術概論

情報技術概論演習

情報通信工学

図形処理工学

図形処理実習

数値計算実習

線形代数/応用数学

電気・ 電子工学概論

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

システム

インテグレーショ ン実習

カ リ キュ ラ ム紹介

システム分析・ 設計実習

I Tネット ワ クーシステム

・ 基本情報技術者 ・ 応用情報技術者

・ ネット ワークスペシャリスト  ・ データベーススペシャリスト

I oT
等
の
次
世
代
技
術
を

こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
に
。

ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ
た

実
践
的
な
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
。

インタフェ ース技術

●電子回路の製作に関する基本技能を習得する ●電子機器システム向けソフト ウェ ア開発技術を習得する

●IoTを活用し た生産設備の自動化技術を習得する ●電子制御技術（ 電子回路・ マイコン・ 通信・ センサ技術）を習得する

●プログラミ ングについての基礎的な技能を習得する ●生産システム構築のためのシステム分析・ 設計・ ソフト ウェ ア制作技術について習得する

●最新の情報処理技術( 画像処理・ クラウド・ AI ) を習得する ●プロジェ クト 形式での実践に則し たシステム開発について習得する

情報技術科
2 年制・ 定員2 0 名

電子情報
技術科
2 年制・ 定員2 0 名

電子情報技術科で 学べる 科目一覧

アナログ回路基礎実習

アナログ回路技術

アナログ回路実習

インタフェ ース技術

インタフェ ース製作実習

センサ工学

ディ ジタル回路基礎実習

ディ ジタル回路技術

ディ ジタル回路実習

デ ター 構造･アルゴリズム

デ ター 構造･アルゴリズム実習

ネット ワーク技術

ファ ムーウェ ア技術

ファ ムーウェ ア実習

マイクロコンピュ ター 工学

マイクロコンピュ ター 工学実習

ものづく り 実習

安全衛生工学

移動体通信技術

環境・ エネルギー概論

関係法規

機械工作実習

機械工作法

計測制御技術

情報通信工学

情報通信工学実習

生産工学

組込みオペレ テーィ ングシステム

組込みシステム工学

組込みソフト ウェ ア基礎実習

組込みソフト ウェ ア応用技術

組込みソフト ウェ ア応用実習

組込みソフト ウェ ア実習

組込み機器製作実習

電気回路

電気設備実習

電気電子工学実験

電子回路

電子回路設計製作実習

電子回路組立て

電子工学

電子情報数学

電磁気学

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

電子回路設計製作実習

カ リ キュ ラ ム紹介

組込みソフト ウェ ア実習

・ 技能検定［ 電子機器組立て］

・ 基本情報技術者　 　 　  ・ 第二種電気工事士

情報技術科で 学べる 科目一覧

I oTセンサ概論

ITネット ワ クーシステム

ITネット ワ クーシステム演習

U I概論

W ebマーケティ ングキュレーショ ン

アルゴリズム演習

オペレーティ ングシステム

オペレーティ ングシステム実習

コンピュータリテラシー

システムインテグレーショ ン実習

システム開発演習

システム設計演習

システム分析・ 設計実習

セキュアシステム構築技術

ソフト ウェ ア技術演習

ソフト ウェ ア工学

ソフト ウェ ア工学実習

ソフト ウェ ア制作実習（ C・ Java・ Servlet）

ディ ジタル工学

ディ ジタル工学実習

ディ ジタル信号処理

ディ ジタル信号処理実習

データ ベース

データ ベース実習

データ 構造・ アルゴリズム

ト レンド デバイス・ テクノ ロジー

ネット ワーク・ システム概論

ネット ワーク基本実習

ネット ワーク構築実習

プロダクト エンジニアリング

フロント エンド 技術

安全衛生工学

確率・ 統計/数値解析

経営工学

経営工学概論

計算機工学

計算機命令実習

情報技術概論

情報技術概論演習

情報通信工学

図形処理工学

図形処理実習

数値計算実習

線形代数/応用数学

電気・ 電子工学概論

企業実習

集中実習

選択実習

総合制作実習

取得でき る 資格

システム

インテグレーショ ン実習

カ リ キュ ラ ム紹介

システム分析・ 設計実習

I Tネット ワ クーシステム

・ 基本情報技術者 ・ 応用情報技術者

・ ネット ワークスペシャリスト  ・ データベーススペシャリスト

I oT
等
の
次
世
代
技
術
を

こ
れ
か
ら
の
も
の
づ
く
り
に
。

ユ
ー
ザ
ー
視
点
に
立
っ
た

実
践
的
な
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に
。

インタ フェ ース技術



沼津キャンパス

実習棟1

機械生産実習場

電子回路実習室

5 軸加工機

本館棟

中庭

図書室

プ ロ グラ ミ ン グ 実習室 溶接実習室

実習棟2

実習棟1

実習棟2

講堂

本館棟

中庭

沼津キャンパス

実習棟1

機械生産実習場

電子回路実習室

5 軸加工機

本館棟

中庭

図書室

プ ロ グラ ミ ング 実習室 溶接実習室

実習棟2

実習棟1

実習棟2

講堂

本館棟

中庭



挑戦と 成長の2年間をはじ めよう 。

基礎技能と

技術を習得

入学式（ 4月）

就職講話

県も のづく り 競技大会（ 2月）

インタ ーンシッ プ

合同企業説明会

若年者も のづく り 競技大会（ 8月）

技能照査（ 2月）

総合制作実習発表会（ 2月）

卒業式（ 3月）

基礎から 技能・ 技術を 学び、

も のづく り のプロと しての確かな土台を 築く ために、

本校には密度の濃い学びがあり 、たく さ んの出会いがあり ます。

も のづく り の楽し さ 、喜び、そしても のづく り の仕事の魅力を

2 年間の学校生活で、存分に味わってく ださ い。

・ 技能検定3級［ 機械加工］( 7月)

・ ガス溶接技能講習

・ アーク 溶接特別教育

・ 低圧電気取扱業務特別教育

・ 研削と いし 取替え等特別教育

・ 産業用ロボッ ト 特別教育

・ 技能検定2 級［ 機械加工］( 8月)

・ 第二種電気工事士( 筆記6月、技能7月)

・ 第三種電気主任技術者( 8月)

・ 小型車両系建設機械運転特別教育( 7月)

・ 高所作業車特別教育( 7月)

・ 第一種電気工事士( 筆記1 0月、技能1 2月)

・ 技能検定3 級［ 電気機器組立て］( 1月)

・ 第三種電気主任技術者( 3月)

・ 技能検定2 級［ 電気機器組立て］( 7月)

・ 技能検定3 級［ 機械保全( 電気系) ］( 7月)

・ 第三種電気主任技術者( 8月)

・ 低圧、高圧電気取扱業務特別教育( 1 0月)

・ フルハーネス型安全帯特別教育( 1 0月)

・ 2 級電気工事施工管理技士補( 1 1月)

・ 技能検定2 級［ 機械保全( 電気系) ］( 1 2月)

・ 第二種電気工事士( 筆記1 0月、技能1 2月)

・ 液化石油ガス設備士( 学科1 0月、実技1 1月)
・ 消防設備士( 8月)

・ 2 級土木施工管理技士補( 1 0月)

・ 2 級管工事施工管理技士補( 1 1月)

・ 2 級建築施工管理技士補( 1 1月)

・ 技能検定3 級［ 機械加工］( 7月)

・ ガス溶接技能講習

・ アーク 溶接特別教育

・ 低圧電気取扱業務特別教育

・ 技能検定2 級［ 機械加工］( 8月)

・ 研削と いし 取替え等特別教育

・ 技能検定3級［ 電子機器組立て］

・ 第二種電気工事士
・ 情報処理技術者試験

・ 情報処理技術者試験

・ 技能検定2 級［ 電子機器組立て］
・ 情報処理技術者試験

・ 情報処理技術者試験 ・ 情報処理技術者試験 ・ 情報処理技術者試験

前  期

様々な資格に

挑戦スタ ート
後  期

専門技術と

技能を磨く
前  期

も のづく り の

プロへ
後  期

静岡キャンバス

沼津キャンバス

挑戦と 成長の2年間をはじ めよう 。

基礎技能と

技術を習得

入学式（ 4月）

就職講話

県も のづく り 競技大会（ 2月）

インタ ーンシッ プ

合同企業説明会

若年者も のづく り 競技大会（ 8月）

技能照査（ 2月）

総合制作実習発表会（ 2月）

卒業式（ 3月）

基礎から 技能・ 技術を 学び、

も のづく り のプロと しての確かな土台を 築く ために、

本校には密度の濃い学びがあり 、たく さ んの出会いがあり ます。

も のづく り の楽し さ 、喜び、そしても のづく り の仕事の魅力を

2 年間の学校生活で、存分に味わってく ださ い。

・ 技能検定3 級［ 機械加工］( 7月)

・ ガス溶接技能講習

・ アーク 溶接特別教育

・ 低圧電気取扱業務特別教育

・ 研削と いし 取替え等特別教育

・ 産業用ロボッ ト 特別教育

・ 技能検定2級［ 機械加工］( 8月)

・ 第二種電気工事士( 筆記6月、技能7月)

・ 第三種電気主任技術者( 8月)

・ 小型車両系建設機械運転特別教育( 7月)

・ 高所作業車特別教育( 7月)

・ 第一種電気工事士( 筆記1 0月、技能1 2月)

・ 技能検定3 級［ 電気機器組立て］( 1月)

・ 第三種電気主任技術者( 3月)

・ 技能検定2級［ 電気機器組立て］( 7月)

・ 技能検定3級［ 機械保全( 電気系) ］( 7月)

・ 第三種電気主任技術者( 8月)

・ 低圧、高圧電気取扱業務特別教育( 1 0月)

・ フルハーネス型安全帯特別教育( 1 0月)

・ 2 級電気工事施工管理技士補( 1 1月)

・ 技能検定2 級［ 機械保全( 電気系) ］( 1 2月)

・ 第二種電気工事士( 筆記1 0月、技能1 2月)

・ 液化石油ガス設備士( 学科1 0月、実技1 1月)
・ 消防設備士( 8月)

・ 2 級土木施工管理技士補( 1 0月)

・ 2 級管工事施工管理技士補( 1 1月)

・ 2 級建築施工管理技士補( 1 1月)

・ 技能検定3 級［ 機械加工］( 7月)

・ ガス溶接技能講習

・ アーク 溶接特別教育

・ 低圧電気取扱業務特別教育

・ 技能検定2級［ 機械加工］( 8月)

・ 研削と いし 取替え等特別教育

・ 技能検定3 級［ 電子機器組立て］

・ 第二種電気工事士
・ 情報処理技術者試験

・ 情報処理技術者試験

・ 技能検定2級［ 電子機器組立て］
・ 情報処理技術者試験

・ 情報処理技術者試験 ・ 情報処理技術者試験 ・ 情報処理技術者試験

前  期

様々な資格に

挑戦スタ ート
後  期

専門技術と

技能を磨く
前  期

も のづく り の

プロへ
後  期

静岡キャンバス

沼津キャンバス



Ｉ ＨＩ 運搬機械㈱

赤武エンジニアリング㈱

㈱赤阪鐵工所

㈱エヌビーエス

大野電機工業㈱

㈱勝亦電機製作所

㈱鎌田配管工事店

河島ポンプ工業㈱

㈱カンナ工業

キャルシステムコンサルティ ング㈱

協立電機㈱

㈱ケーイーコ ーポレーショ ン

㈱コサウェ ル

㈱小林製作所

㈱ジェ イファスト

静岡ガスリビング㈱

㈱静岡精機

㈱シズデン

芝浦機械㈱（ 旧 東芝機械㈱）

ジヤト コ ㈱

ジヤト コプラント テック㈱

昭立電気工業㈱

新菱工業㈱

静光電機工業㈱

大興テクノ サービス㈱

㈱田中機械工業所

タマチ工業㈱

㈱ティ ージェ イエス

㈱データサービスセンタ ー

テックインフォメ ーショ ンシステムズ㈱

㈱電業社機械製作所

㈱ド ゥシステム

東名電機㈱

東洋電産㈱

㈱ド リ ームプラザ

㈱長沢電機

日新興業㈱

㈱ハイタック

パーパス㈱

㈱日立産機システム

日立ジョ ンソンコント ロールズ

空調㈱

ヒューマンウェ ア㈱　

㈱プレシード

マルスン㈱

矢崎エナジーシステム㈱

矢崎総業㈱

山武設備㈱

一生モノ の自分になる

学務課の就職支援担当者や各科担当者と の個人面談を入校直後から 実施し 、学

生の進路に対する意向を早い段階から 把握して就職内定まで サポート し ます。

また、本校職員の積極的な企業訪問により 新たな求人開拓や各企業の採用状況

を 常時把握し 、学生への求人情報の提供を 速やかに行います。１ 年次から 企業

と 連携し たインタ ーンシップ を実施すること により 職業・ キャリ アに関わる意識

を高め、就職ガイダンス、模擬面接、合同企業説明会等を 通じ て学生一人ひとり

に合った就職指導やきめ細やかな就職支援体制により 就職先を決定し ます。

確 か な 技 術と 幅 広 い 知 識 を 強 み に 、新 た な ス テ ー ジ へ 。

個別指導

主な就職先 （ 清水・ 沼津技術専門校実績）

職業能力開発大学校への進学

卒業後、厚生労働省が所管し 、（ 独） 高齢・ 障害・ 求職者雇用支

援機構が運営する、職業能力開発大学校（ 4 年制） の3年次（ 応

用課程） に進学すること ができます。職業能力開発大学校は全

国各地に10 校あり 、同校の卒業生は内閣府人事院規則により「 4

年制大学卒と 同等に格付」 さ れています。また職業能力開発大

学校から 、工学系の大学院に進学することも可能です。
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㈱長沢電機

日新興業㈱
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パーパス㈱

㈱日立産機システム
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空調㈱

ヒューマンウェ ア㈱　

㈱プレシード

マルスン㈱

矢崎エナジーシステム㈱

矢崎総業㈱

山武設備㈱

一生モノ の自分になる

学務課の就職支援担当者や各科担当者と の個人面談を入校直後から 実施し 、学

生の進路に対する意向を早い段階から 把握して就職内定までサポート し ます。

また、本校職員の積極的な企業訪問により 新たな求人開拓や各企業の採用状況

を 常時把握し 、学生への求人情報の提供を 速やかに行います。１ 年次から 企業

と 連携し たインタ ーンシップを実施すること により 職業・ キャリ アに関わる意識

を高め、就職ガイダンス、模擬面接、合同企業説明会等を 通じ て学生一人ひとり

に合った就職指導やきめ細やかな就職支援体制により 就職先を決定し ます。

確 か な 技 術と 幅 広 い 知 識 を 強 み に 、新 た な ス テ ー ジ へ 。

個別指導

主な 就職先 （ 清水・ 沼津技術専門校実績）

職業能力開発大学校への進学

卒業後、厚生労働省が所管し 、（ 独） 高齢・ 障害・ 求職者雇用支

援機構が運営する、職業能力開発大学校（ 4 年制） の3年次（ 応

用課程） に進学すること ができます。職業能力開発大学校は全

国各地に10校あり 、同校の卒業生は内閣府人事院規則により「 4

年制大学卒と 同等に格付」 さ れています。また職業能力開発大

学校から 、工学系の大学院に進学することも可能です。



次世代のものづく りリ ーダーへの期待

日本の大切な資源を 守るのは、

あなたです

　 天然資源のない日本は、も のづく り が大き な 資源であ

り 、我々はそれに依っ て豊かな 生活が出来て いる ので

す。幸いにも 、素晴らし い製品を開発し 、製造する日本人

の能力は世界に誇れるも のであり ます。昔から 、も のづく

り を忘れた国は滅びると 言われていますが、日本こそ、も

のづく り を忘れてはなら ない国なのです。そのよう なこと

から 、こ れから は、技術を身に付けた人が貴重な存在と

なること は間違いあり ません。本校では、皆さ んが、その

技術の基本から 実践まで を 学べると 共に、生産現場の

リ ーダーと なるための科目も 導入しており 、それら 全てを

２ 年間で 習得出来ます。それに依り 、皆さ んは企業にとっ

て、また社会生活の面に於きましても 、無く てはなら ない

大切な存在になると 確信致し ます。こ れから 、皆さ んが

希望に満ちた明るい人生を 送るためにも 、人生の先輩と

して、そして企業の経営者として、私は、皆さ んが本校へ

進学さ れること を自信をもって薦めます。 　 　 　 　 　

　 本校は皆さ んの期待に応えるこ と が出来る 静岡県が

作った学校であり ます。

静岡県中小企業団体中央会　 相談役・ 理事

丸善工業株式会社　 取締役会長

諏訪部 敏之

現場主義と 現場力

　 学生の皆さ んには在学中にできるだけ、現場主義の大

切さ を 身につけ、現場力についての基礎をし っ かり と 修

得し 、産業界に欠かせな い人材と して成長し 、やがては

会社経営の中核的リ ーダーと して活躍して頂き たいと 期

待しており ます。

　 現場主義は、物づく り の基本です。現場主義と は、建

学の精神にも 謳われていると おり 、「 現場に立って考え

行動するこ と」 です。問題が起こってそれを 解決し よう と

する時も 、新し いアイデアを 得よう と する時も 、その答は

常に現場にある のです。こ の心構えは、会社経営全体の

基本でも あり ます。

　 会社が世の人々に喜ばれるよう な良い仕事をするため

には、現場主義に基づく 高い現場力が必要です。現場力

と は、《 使命感》《 チームワーク 》《 専門力》《 経験》 と い

う 四つの要素の総和です。一人ひとり が仕事への使命感

を持ち 、専門性を高め、チームとして助けあいながら 、実

地の経験を積む。それが会社の総合力と なるのです。

職業能力開発短期大学校基本計画検討委員会　 委員長

一般社団法人ふじ のく にづく り 支援センタ ー　 理事長

公益財団法人産業雇用安定センタ ー　 会長

矢野 弘典

モノ づく り の誇り と 技術で

世界へ挑戦し よう

　 Ｉ oＴ 、ＡＩ 、５ Ｇ 等のデジタ ル技術は、新し いラ イフ ス

タ イルの実現と 共に産業界においては革新的な 機械を

生み出し ます。こ れから のモノ づく り の現場は、少子・ 高

齢化に対応できるメ カ 、エレキそして情報技術が結びつ

いた機械・ 設備が必要になり ます。

　 工科短大は、こ の技術を 学ぶ場であり 実技を重視し た

カリ キュラムによる 実践的な 技術者を 育成できます。産

業界は、先輩たちが築いてき たモノ づく り 静岡県の歴史

を 引継ぎ、次世代を 育てる勉学の場ができ たこと に大き

な期待を持っています。

　 こ れから の課題であるＳ Ｄ Ｇｓ（ 持続可能な社会に実

現） は、人類にと って最重要であり 、技術者が大いに力

を 発揮し て 貢献で き ま す。 工科短大で 学ぶ皆さ んは、

キャリ アアッ プの始めとして技術を 学ぶと 共にモノ づく り

の誇り を 持ち 、仕事で 大切なコ ミ ュ ニケーショ ン 力を 身

に付けてく ださ い。

　 ふじ のく に、静岡から 世界へ飛躍し まし ょ う

元 一般社団法人静岡県経営者協会　 副会長

元 株式会社小林製作所　 顧問

小林 俊雄

多彩な学習環境への対応と

少人数での実学で、未来を 築く

　 静岡県は「 も のづく り 県」 と 呼ばれ、さ まざまな 製造品

出荷額が全国第1位です。輸送用機器はじ めパルプ・ 紙

や情報通信機器など、その分野が多彩であること が本県

の特徴で、そのため産業の「 デパート 」 と も 言われていま

す。

　 こ の度開学し た 、静岡県立工科短期大学校[ 工科短

大]の静岡キャンパスと 沼津キャンパスはそれぞれ異なる

３ 学科を 設置し 、本県の産業界にとってさ まざまな 製造

品に関わる人材の育成が期待さ れます。また、産業の担

い手を 育成する工業科を設置する高校においては、それ

まで 学習し た内容を 継続して学ぶこ と ができ 、さ ら に高

校時代に取得し た資格の上位試験を 狙う こと ができるこ

と が魅力で す。また、少人数で実学を 学ぶこと は新たに

も のづく り で 将来を 展望する 若者にと って、こ の上ない

環境です。

　 工科短大には、若い皆さ んの活躍できるフィ ールド が

きっ と あるはずです。自分の能力を 伸ばし 、社会の発展

に寄与してく ださ い。

元 静岡県工業高等学校長会　 会長

松村 照 司

次世代のものづく りリ ーダーへの期待

日本の大切な資源を 守るのは、

あなたです

　 天然資源のない日本は、も のづく り が大き な 資源であ

り 、我々はそれに依っ て 豊かな 生活が出来て いる ので

す。幸いにも 、素晴らし い製品を 開発し 、製造する日本人

の能力は世界に誇れるも のであり ます。昔から 、も のづく

り を忘れた国は滅びると 言われていますが、日本こそ、も

のづく り を 忘れてはなら ない国なのです。そのよう なこと

から 、こ れから は、技術を身に付けた人が貴重な存在と

なること は間違いあり ません。本校では、皆さ んが、その

技術の基本から 実践までを 学べると 共に、生産現場の

リ ーダーと なるための科目も 導入しており 、それら 全てを

２ 年間で 習得出来ます。それに依り 、皆さ んは企業にとっ

て、また社会生活の面に於きましても 、無く てはなら ない

大切な存在になると 確信致し ます。こ れから 、皆さ んが

希望に満ちた明るい人生を 送るためにも 、人生の先輩と

して、そして企業の経営者と して、私は、皆さ んが本校へ

進学さ れること を自信をもって薦めます。 　 　 　 　 　

　 本校は皆さ んの期待に応えるこ と が出来る 静岡県が

作った学校であり ます。

静岡県中小企業団体中央会　 相談役・ 理事

丸善工業株式会社　 取締役会長

諏訪部 敏之

現場主義と 現場力

　 学生の皆さ んには在学中にできるだけ、現場主義の大

切さ を 身につけ、現場力についての基礎をし っ かり と 修

得し 、産業界に欠かせない人材と して成長し 、やがては

会社経営の中核的リ ーダーとして活躍して頂き たいと 期

待しており ます。

　 現場主義は、物づく り の基本で す。現場主義と は、建

学の精神にも 謳われていると おり 、「 現場に立って考え

行動すること」 です。問題が起こってそれを 解決し よう と

する時も 、新し いアイデアを 得よう と する時も 、その答は

常に現場にあるのです。こ の心構えは、会社経営全体の

基本でも あり ます。

　 会社が世の人々に喜ばれるよう な良い仕事をするため

には、現場主義に基づく 高い現場力が必要です。現場力

と は、《 使命感》《 チームワーク 》《 専門力》《 経験》 と い

う 四つの要素の総和です。一人ひとり が仕事への使命感

を持ち 、専門性を 高め、チームとして助けあいな がら 、実

地の経験を 積む。それが会社の総合力と なるのです。

職業能力開発短期大学校基本計画検討委員会　 委員長

一般社団法人ふじ のく にづく り 支援センタ ー　 理事長

公益財団法人産業雇用安定センタ ー　 会長

矢野 弘典

モノ づく り の誇り と 技術で

世界へ挑戦し よう

　 Ｉ oＴ 、ＡＩ 、５ Ｇ 等のデジタル技術は、新し いラ イフ ス

タ イルの実現と 共に産業界においては革新的な 機械を

生み出し ます。こ れから のモノ づく り の現場は、少子・ 高

齢化に対応できるメ カ 、エレキそして情報技術が結びつ

いた機械・ 設備が必要になり ます。

　 工科短大は、こ の技術を 学ぶ場であり 実技を重視し た

カリ キュラムによる 実践的な 技術者を 育成できます。産

業界は、先輩たちが築いてき たモノ づく り 静岡県の歴史

を 引継ぎ、次世代を 育てる勉学の場ができ たこと に大き

な期待を持っています。

　 こ れから の課題であるＳＤ Ｇｓ（ 持続可能な 社会に実

現） は、人類にと って最重要であり 、技術者が大いに力

を 発揮し て 貢献で き ま す。 工科短大で 学ぶ皆さ んは、

キャリ アアッ プの始めとして技術を 学ぶと 共にモノ づく り

の誇り を 持ち 、仕事で 大切なコ ミ ュ ニケーショ ン 力を 身

に付けてく ださ い。

　 ふじ のく に、静岡から世界へ飛躍し まし ょ う

元 一般社団法人静岡県経営者協会　 副会長

元 株式会社小林製作所　 顧問

小林 俊雄

多彩な学習環境への対応と

少人数での実学で、未来を 築く

　 静岡県は「 も のづく り 県」 と 呼ばれ、さ まざまな製造品

出荷額が全国第1位で す。輸送用機器はじ めパルプ・ 紙

や情報通信機器など、その分野が多彩であること が本県

の特徴で、そのため産業の「 デパート 」 と も 言われていま

す。

　 こ の度開学し た 、静岡県立工科短期大学校[ 工科短

大]の静岡キャンパスと 沼津キャンパスはそれぞれ異なる

３ 学科を 設置し 、本県の産業界にと ってさ まざまな 製造

品に関わる人材の育成が期待さ れます。また、産業の担

い手を育成する工業科を 設置する高校においては、それ

まで 学習し た内容を 継続して学ぶこ と ができ 、さ ら に高

校時代に取得し た資格の上位試験を狙う こと ができるこ

と が魅力です。また、少人数で実学を 学ぶこ と は新たに

も のづく り で 将来を 展望する 若者にと って、こ の上な い

環境です。

　 工科短大には、若い皆さ んの活躍できるフィ ールド が

きっ と あるはずです。自分の能力を 伸ばし 、社会の発展

に寄与してく ださ い。

元 静岡県工業高等学校長会　 会長

松村 照 司



募集学科及び募集人数

学　 科

募集日程、試験科目

授業料・ 入校料等

定　 員

募 集 人 員

一般選抜

学校長

推薦選抜

事業主

推薦選抜

学校長

推薦選抜

事業主

推薦選抜

一般選抜

一般選抜

推薦選抜

学校長推薦 事業主推薦

機械・ 制御技術科

計

30名 8名程度22名程度静
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

電気技術科 20名 5名程度15名程度

建築設備科

令和4年

9月21日（ 水）

～10月5日（ 水）

令和4年

11月22日（ 火）

～12月6日（ 火）

令和5年

1月18日（ 水）

～2月1日（ 水）

令和4年

10月24日（ 月）

～11月7日（ 月）

令和4年

12月26日（ 月）

令和5年

～1月13日（ 金）

ただし 12月29日

（ 木）～1月3日（ 火）

は除く

令和5年

2月20日（ 月）

～3月3日（ 金）

令和4年

10月15日（ 土）

数学Ⅰ
（ マーク シート 方式）

面接
令和4年

12月17日（ 土）

令和5年

2月11日（ 土）

令和4年

10月21日（ 金）

令和4年

12月23日（ 金）

令和5年

2月17日（ 金）

第1回

第2回

第3回

20名 5名程度15名程度

機械・ 生産技術科 20名 5名程度15名程度沼
津
キ
ャ
ン
パ
ス

電子情報技術科 20名 5名程度15名程度

情報技術科 20名

130名

5名程度15名程度

※一般選抜の募集人員は、推薦選抜の結果により 増減し ます。

※詳細は、必ず「 募集要項」にてご確認く ださ い。
※試験区分毎、学科毎の募集定員に達し たら 、以降の試験は実施し ません。
※第3回試験までに募集定員に達し ない学科については、追加試験を実施すること があり ます。詳細は、静岡県工科短期大学校ホームページ（ h ttp s://sco t.sh i zu o ka .jp ）にて公表し ます。

区　 分 出願受付期間 試験日 試験科目 合格発表 入学手続期間

年額 234 ,600  円 （ 前期（ 4月）・ 後期（ 10月）の2回に分けて納入するものとします。）授 業 料

入 校 料

静岡県立工科短期大学校　 静岡キャンパス
〒424-0881　 静岡県静岡市清水区楠160（ TEL 054-345-2032）

試験会場

18 ,000  円入校検定料

静岡県内の者

静岡県外の者

84 ,600  円

219 ,900  円

区　 分 金　 額 備　 考

県内の者と は次のいずれかに該当する者をいいます。

①入校の手続を行う 日の属する月の初日において、本

人又は配偶者若しく は１ 親等の親族が引き続き１ 年

以上県内に住所を有している者

②知事が上記に掲げる者に準ずると 認める者

奨学金・

減免制度

・ 静岡県育英会の奨学金( 無利子県内居住者のみ、貸与予定額： 月額24,000円)

・ 技能者育成資金融資（ 有級）

・ 授業料等の減免制度があります。

入学者選抜試験・ 学費・ 校章

校章

募集学科及び募集人数

学　 科

募集日程、試験科目

授業料・ 入校料等

定　 員

募 集 人 員

一般選抜

学校長

推薦選抜

事業主

推薦選抜

学校長

推薦選抜

事業主

推薦選抜

一般選抜

一般選抜

推薦選抜

学校長推薦 事業主推薦

機械・ 制御技術科

計

30名 8名程度22名程度静
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

電気技術科 20名 5名程度15名程度

建築設備科

令和4年

9月21日（ 水）

～10月5日（ 水）

令和4年

11月22日（ 火）

～12月6日（ 火）

令和5年

1月18日（ 水）

～2月1日（ 水）

令和4年

10月24日（ 月）

～11月7日（ 月）

令和4年

12月26日（ 月）

令和5年

～1月13日（ 金）

ただし 12月29日

（ 木）～1月3日（ 火）

は除く

令和5年

2月20日（ 月）

～3月3日（ 金）

令和4年

10月15日（ 土）

数学Ⅰ
（ マークシート 方式）

面接
令和4年

12月17日（ 土）

令和5年

2月11日（ 土）

令和4年

10月21日（ 金）

令和4年

12月23日（ 金）

令和5年

2月17日（ 金）

第1回

第2回

第3回

20名 5名程度15名程度

機械・ 生産技術科 20名 5名程度15名程度沼
津
キ
ャ
ン
パ
ス

電子情報技術科 20名 5名程度15名程度

情報技術科 20名

130名

5名程度15名程度

※一般選抜の募集人員は、推薦選抜の結果により 増減し ます。

※詳細は、必ず「 募集要項」にてご確認く ださ い。
※試験区分毎、学科毎の募集定員に達し たら 、以降の試験は実施し ません。
※第3回試験までに募集定員に達し ない学科については、追加試験を実施すること があり ます。詳細は、静岡県工科短期大学校ホームページ（ h ttp s://sco t.sh izu oka .jp ）にて公表し ます。

区　 分 出願受付期間 試験日 試験科目 合格発表 入学手続期間

年額 234 ,600  円 （ 前期（ 4月）・ 後期（ 10月）の2回に分けて納入するものとします。）授 業 料

入 校 料

静岡県立工科短期大学校　 静岡キャンパス
〒424-0881　 静岡県静岡市清水区楠160（ TEL 054-345-2032）

試験会場

18 ,000  円入校検定料

静岡県内の者

静岡県外の者

84 ,600  円

219 ,900  円

区　 分 金　 額 備　 考

県内の者と は次のいずれかに該当する者をいいます。

①入校の手続を行う 日の属する月の初日において、本

人又は配偶者若しく は１ 親等の親族が引き続き１ 年

以上県内に住所を有している者

②知事が上記に掲げる者に準ずると 認める者

奨学金・

減免制度

・ 静岡県育英会の奨学金( 無利子県内居住者のみ、貸与予定額： 月額24,000円)

・ 技能者育成資金融資（ 有級）

・ 授業料等の減免制度があります。

入学者選抜試験・ 学費・ 校章

校章

https://scot.shizuoka.jp
https://scot.shizuoka.jp



